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TAC 公務員講座の合格戦略 

 

1. 【速修本科生の各コース】 

  速修本科生Ａ…教養科目と専門科目を学習し，特別区・都庁Ⅰ類Ｂ・国立大学職員・裁Ⅱ・国Ⅱ・横浜市・相模

原市・教養型市役所などを受験できるコース。 

         関東型の県庁，全国型の県庁，政令指定都市，専門も課す市役所を受験する場合は，選択

講義を何科目か追加するか，もしくは総合本科生で受講すべきである。 

 

  速修本科生Ｂ…速修本科生Ａから演習を除いたコース。 

 

速修本科生Ｃ…教養科目のみを学習し，国立大学職員・教養型市役所・相模原市などを受験できるコース。 

 

速修本科生Ｄ…法科大学院生向けコース（憲法，民法，行政法が公務員試験を受験可能なレベルに達している

ことが前提）。法科大学院で学習していない教養科目，法律以外の専門科目を学習する。速修

本科生Ａ・Ｂと同様の試験種を受験できる。 

 

 

2. 【フォロー制度】 

①振替受講制度…日程が合わないときに他校舎 or他入学月で受講できる。 

 

②DVD・DL フォロー…講義音声 DL フォロー（無料），DVD（有料：500 円）でフォロー。 

          日程が合わない人やじっくり聴きなおしたい人が利用するとよい。 

 

 ③Ｗeb フォロー…本科生がＷeb フォローを申し込むと，いつでも何度でもＷeb 講義を受講できる。 

         復習や欠席した講義のフォローだけではなく，先取り学習をする際にも大いに利用できる。 

 

 ④通信講座のフォロー…Ｗeb 上でのサポート，スクーリング（10 回分），添削指導などが受けられる。 

 

 ⑤自習室の利用…空き教室（「今日の TAC」に掲示）を自習室として利用できる。 
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3. 【担任制度】 

①個別カウンセリング…事前にカウンセリングシートに記入をし，予約をした上で受講・受験相談に応じま

す。 

 

②ホームルーム…最新の各種試験情報，学習法などをお伝えします。 

 

③面接試験対策…5～7 月に面接官庁訪問対策講義を実施。志望職種ごとに面接カードの添削，模擬面接を

行う。志望職種の情報を入手して，志望動機・自己 PR を早い時点から考えておくとよい。自

己 PR できるもの（サークル・アルバイト・ボランティア・ゼミ・民間経験など）を準備しておくべきで

ある。 

 

 

4. 【面接対策】 

 ①模擬面接…担任との模擬面接だけではなく，カリキュラム上の模擬面接を好きな校舎で何回でも受けること

ができる。本番の面接カードに沿った面接の練習ができる。 

 

 ②模擬集団討論…グループディスカッションの練習。好きな校舎で何回でも受けられる。 


